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生方にご登壇いただきました。それぞれ医師の立場、

救急の現場や認知症といった慢性期の患者を扱う看護

師の立場、介護支援専門員の立場からアドバンス・ケ

ア・プランニング（ACP）について発表がありました。

ACPの問題点と適切なACPに向けたそれぞれの立場を

つなぐ協調の重要性が改めて認識されました。

　シンポジウム15では「医療情報ネットワーク（EHR）」

をテーマに３名の先生方にご登壇いただきました。今

後、地域医療の中で電子化した診療情報の活用はます

ます活発化されるものと考えられます。一方、全国医

療情報プラットフォームが構築されつつあり、地域医

療連携ネットワークとの機能重複が課題となっていま

す。地域医療連携における診療情報共有の拡充と活用

促進は地域医療・福祉の質の向上に必須であることが

確認されました。

　シンポジウム16では「在宅医療における地域連携・

薬薬連携」をテーマに５名の先生方にご登壇いただきま

した。在宅医療における現状と今後のあり方について、

在宅の現場で活躍している薬剤師や後方支援にあたっ

ている薬剤師等で情報を共有できました。地域におけ

る薬局と福祉の連携について方向性を確認できました。

　７月19日（土）閉会式終了後には市民公開講座を開催

いたしました。仙台市在住の元サッカー日本女子代表

の澤 穂希さんに「夢は見るものではなく叶えるもの」と

いうテーマで講演いただきました。2011年FIFA女子

ワールドカップドイツ大会でキャプテンとしてなでし

こジャパンの優勝に貢献し、大会MVP,得点王に輝き、

帰国後になでしこジャパンは「国民栄誉賞」を受賞して

います。当時のこと、チームメイトのことをフランク

にお話しいただきました。さらに、現在は１児の母と

して子育てしながらスポーツの普及のため様々な活動

をなさっていることを紹介いただきました。地元高校

連携士が考える地域医療介護福祉連携とは〜」をテー

マに６名の先生方にご登壇いただきました。医療と介

護の連携の推進が求められる中、日本医療マネジメン

ト学会が2010年から養成している、医療福祉分野の連

携・調整のエキスパート（医療福祉連携士）が考える医

療介護福祉連携について、それぞれの立場から意見交

換されました。また、医療福祉連携士養成のための「医

療福祉連携講習会」の内容が説明され、それによって得

られる知識や経験、全国に展開される人との繋がり等

の素晴らしさが紹介されました。

　シンポジウム10では「臨床指標の運用について」を

テーマに５名の先生方にご登壇いただきました。国立

病院機構における臨床指標の開発と運用について、国

立大学病院における医療安全指標の開発とその運用に

ついてご紹介いただきました。特に医療の質の改善活

動のための臨床指標の活用は有用であることをそれぞ

れの施設の事例を示し報告されました。

　シンポジウム11では「新興再興感染症に対する備え」

をテーマに４名の先生方にご登壇いただきました。次

のパンデミックへの病院の備えについての話を皮切り

に、ダニ媒介性ウイルス性出血熱、重症熱性血小板減

少症候群の発見と治療・予防法の話、昆虫媒介感染症

とその対策について、最後にエムポックス（旧サル痘）

の世界の現状について、貴重な講演をいただきました。

今後の備えに生かして行きたいと考えます。

　シンポジウム12では「災害医療マネジメントの変遷」

をテーマに４名の先生方にご登壇いただきました。災

害医療体制マネジメントはこれまでの災害時の活動よ

り、都道府県、災害拠点病院に本部を設置し、医療機

関等の被害状況を集約することを通じて、災害医療体

制を確立する。被害状況の集約を通じて支援のニーズ

を正確に聞き取り、分析する。このことにより、医療

機関等の混乱を防ぎ、現有資源で最大のパフォーマン

スができる体制を確保する。その上で、物資支援調整、

搬送支援、診療支援を実施する。これこそがDMATの

基本活動であると整理されました。

　シンポジウム13では「特定行為研修修了者の活動を

推進するためには」をテーマに４名の先生方にご登壇い

ただきました。急性期病院看護管理者、病院長、ケア

ミックス病院看護師、在宅看護管理者、それぞれの立

場から特定行為研修修了者の活動の現状や推進に向け

た新たな取組、問題点についてご発表いただき、参加

者と活発なディスカッションが行われました。

　シンポジウム14では「人生の最終段階における意思

決定支援〜医療・ケアのあり方〜」をテーマに４名の先 市民公開講座


